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令和４年２月３日（木） 実施 
 

受験番号  

 
 

2022 年度大学院法学研究科 

特別選考による外国人修士課程入学試験問題 
 
 

専攻科目に関する論文試験（日本語で解答すること。） 

 
 
 
（１） 問題冊子、下書用紙、すべての解答用紙の所定の欄に受験番号を記入すること。（氏名は

絶対に記入しないこと。） 
（２） 出願時に申請した１科目（入学後に専攻を予定している科目１科目）を解答しなさい（科

目は受験票に記載されている）。 
（３） 解答用紙の所定の欄に、選択した科目の番号および科目名を記入すること。 
（４） 各解答用紙には、選択した問の番号を必ず記入すること。 
（５） 解答用紙は使用するしないにかかわらず、２枚とも回収する。受験番号と選択した科目の

番号および科目名を記入すること。 
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【1】国際関係論 
次の２問とも解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚を使用すること。 

 

問１ 国際関係における「制度」の効果について、複数の学説を紹介した上で、その是非を論ぜよ。

その際、具体例に言及すること。 

 
問２ 「トゥキディデスの罠（Thucydides Trap）」について説明し、分析概念としての妥当性につ

いて論ぜよ。 
 

 

【2】国際関係史 

次の２問とも解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚を使用すること。 
 
問１ アジアにおける冷戦の特徴について、ヨーロッパにおける冷戦と比較しながら、具体的事例を挙 
げつつ多角的に論じなさい。 
 
問２ 日本との過去の「歴史問題」を取り扱う際、中国側は「二分論」を、台湾側は「以徳報怨」とい 
う理念を掲げた。それぞれの内容とその背景を説明し、歴史的意義についても論じなさい。 
 

 

【3】民法 
下記のテーマの中から１つを選び、あなたの国の法律と日本の民法を参考にして検討しなさい。解答用

紙は裏面も使用してよいが、１枚に収めなさい。その際、日本の法律については、適宜、法律の条文を

挙げなさい（「日本民法 90 条によれば・・・」のように指摘すれば足り、条文そのものを引用する必要

はない）。 
 
１．賃貸不動産を所有者が売却又は担保化する場合の問題点について 
２．集合動産を担保にする場合の問題点について 
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【4】商法 
次の２問とも解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚を使用すること。 
 
問１ 会社法上の会社は、一般に社団法人であると理解されている。また、会社法は一人会社を認めて

いる。この間に矛盾はないかを論じなさい。 
 
問２ 2021 年のコーポレートガバナンス・コードの改訂にあらわれているとおり、近年、SDGs の取組

みが強く求められるようになっている。この傾向を積極的に肯定することは、現行の会社法を前提とし

た場合、どのような弊害を生むことになると考えられるかを論じなさい。 
 
 
【5】刑法 
次の４問から２問を選択し、解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚使用すること。 
 
問１ 刑法における拡張解釈の許容と類推解釈の禁止について論じなさい。 
 
問２ 正当防衛における防衛の意思の意義について論じなさい。 
 
問３ 管理・監督過失の意義について論じなさい。 
 
問４ 住居侵入罪の保護法益について論じなさい。 
 
 
【6】刑事学 
次の３問から２問を選択し、解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚使用すること。 
 
問１ 起訴猶予の意義と課題について論じなさい。 
 
問２ ストーカー対策について論じなさい。 
 
問３ 性犯罪者の刑事施設出所後の対策について論じなさい。 
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【7】刑事訴訟法 
次の３問から２問を選択し、解答しなさい。解答用紙は１問につき１枚使用すること。 
 
問１ 令状主義の機能を説明した上で、令状の執行の際に行われる令状の提示の意義について論じなさ

い。 
 
問２ 起訴状に記載される訴因の機能を説明した上で、訴因の明示・特定の在り方について論じなさい。 
 
問３ 捜査機関による被疑者および参考人の取調べを録音・録画した上で、その録音録画媒体を証拠と

して用いることの可否について、必要に応じて場合分けをしながら、論じなさい。 


